
病　名 主　な　症　状 登園の目安 潜伏期間 侵入経路

RSウイルス
発熱、鼻水、せき、喘鳴などに
より、呼吸困難を引き起こす。

重篤な呼吸器症状が
消え、全身状態が良
いこと。

4～6日
飛沫
接触

マイコプラズマ
肺炎

せき、頭痛、発熱などの風症状
がゆっくりと進行し、特にせき
は徐々に激しくなる。

発熱や激しいせきが
治まって、全身状態
が良いこと。

2～3週間 飛沫

伝染性紅斑
（リンゴ病）

軽い風症状を示し、頬が赤く
なったり手足に網目状の紅斑が
出現する。

全身状態が良いこ
と。

4～14日 飛沫

手足口病
軽い発熱（２～３日）
小さな水疱が口の中、手足にで
きる。

発熱がなく、普段の
食事ができること

３～６日
飛沫
経口
接触

ヘルパンギーナ

突然の高熱（1～3日）。全身が
だるく食欲がない。のどちんこ
や扁桃のまわりに水泡ができる
ため痛み、そのため食欲がなく
なる。

発熱がなく（解熱後
１日以上経過）、全
身状態が良いこと。
普段の食事ができる
こと。

３～６日
飛沫
経口
接触

突発性発疹

38℃以上の高熱が3～4日続いた
後、解熱とともに体幹部を中心
に鮮紅色の発疹が出現する。軟
便になることがある。

解熱後1日以上経過
し、全身状態が良い
こと。

約10日
飛沫
経口
接触

帯状疱疹
小さい水疱が神経に沿って片側
性に現れる。

すべての発疹が痂皮
化するまで。

不定 接触

単純ヘルペス
感染症

歯肉口内炎、口周囲の水疱。歯
肉が腫れ、出血しやすく、口内
痛も強い。

発熱がなく、普段の
食事ができることよ
だれが止まり、普段
の食事ができるこ
と。

２日～2週間 接触

とびひ
（伝染性膿痂疹）

顔や手に米粒～豆粒大の水疱
　→ 破れて膿が出る　かゆみ

浸出液が出ている間
は感染予防のため
ガーゼをあてる。

２～１０日 接触

◎その他

アタマジラミ

水いぼ
わきの下やわき腹などに光沢を
おびた粟粒大のいぼ。

水いぼがあれば、
プールへの入水は不
可。

― 接触

◎登園届けが必要な病気
（流行期は意見書が必要になります。）

かゆい。（少数のときは、かゆみを訴えないこともある）頭髪について血を吸う。
成虫は２～４ミリ、灰白色または少し黒っぽい。血を吸うと赤黒くみえる。
少数の場合は卵を探して取り除く。（短毛が良い）　早期治療が必要である。
シラミ駆除剤が必要で寝具などは干す。（シーツは毎日洗う）


